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１．環境経営方針

令和5年11月3日
株式会社津田建設
代表取締役　津田　健一郎

環境理念

株式会社津田建設は、建設工事の活動を通じて、自然を保護するため環
境活動に取り組み、社会に貢献する企業に成長するよう努めます。

環境理念を達成するために次のような活動に継続的に取り組みます

行動方針

平成29年4月1日
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　１．事業所名　 株式会社　津田建設

　２．代表者名 代表取締役　津田　健一郎

　３．所在地および連絡先

 本社住所： 　〒８１４－０００２　　福岡市早良区西新３丁目１０番１７号

 ＴＥＬ　： ０９２－８２１－３２２６ 　　ＦＡＸ　： ０９２－８４７－５２３３

 ＭＡＩＬ： 　ｋｋ－ｔｕｄａ＠ｂｕｎ．ｂｂｉｑ．ｊｐ

 橋本倉庫： 　〒８１９－００３１　福岡市西区橋本二丁目１１９５番１

 脇山倉庫： 　〒８１１－１１１１　福岡市早良区大字脇山２１１１番１

　４．環境経営システム責任者・窓口

　　　環境対策の責任者 　　津田　健一郎

　　　苦情等の対応窓口 　　津田　祐二郎

　　　連絡先　　　　 　　本社と同じ

５．事業規模

創業 昭和30年8月

資本金 3,300万円

単位 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

件 19 21 20 23

百万円 313 358 271 372

人 8 8 8 8

m2 100 100 100 100

m2 333 333 333 333

m2 666 666 666 666

６．事業年度 ４月1日～翌年３月３１日

７．事業活動

建築工事業 　　福岡県知事　許可（特 ｰ3）　第18269号

資格者数 　一級建築士 4名　一級建築施工管理技士３名

８．対象範囲

全組織・全活動を対象とする。

対象事業所：本社・橋本倉庫・脇山倉庫

対象活動　：建築工事業、一級建築士事務所

２．取組の対象組織・活動

事務所床面積

倉庫床面積（橋本）

倉庫床面積（脇山）

事業規模

工事等の件数

売上高

従業員
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担当者

3.環境対策方針の策定・見直し・全従業員に対する周知

4.代表者による全体の評価と見直し

1.環境経営システムの構築・管理および計画策定

2.各環境経営システム計画の取組および遵守の状況確認

3.ＥＡ２１推進の会議を開催および運営

4.環境経営システムの取組実績集計・代表者への報告

5.全従業員に対する環境経営システムの教育

6.苦情等の受付・対応

7.問題点・改善点・予防点の発案・提起

1.工事現場における環境対策責任者

2.工事車両等の適正管理指導

3.産業廃棄物の分別・廃棄状況確認

4.協力会社への環境経営システムへの協力依頼

5.工事現場における環境経営システム状況の確認・報告

1.廃棄物の分別

2.化石燃料使用の抑制

3.清掃活動

4.リサイクルの促進

3.実施体制・組織図

工事現場部門責任者

所属・役割 担当業務・権限

代表取締役 津田健一郎

環境管理責任者
ＥＡ２１事務局

苦情等受付対応窓口
津田祐二郎

工事現場部門担当

協力会社

1.経営における課題とチャンスの明確化

5.エコアクション２１を運用し、維持するための経営資源を用意する

全従業員

工事部門

各自

全従業員

代表者
環境管理責任者

ＥＡ２１事務局

2.環境経営システムに関する統括
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中長期目標

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

▲0.5% ▲1% ▲1.5% ▲2% ▲2.5%

1.二酸化炭素排出量（全体） kg-CO2 22,638 - - - - -

1.二酸化炭素排出量（事務所） kg-CO2 6,823 6,788 6,754 6,720 6,686 6,652

kg-CO2 1,890 - - - - -

1.二酸化炭素排出量（現場） kg-CO2 13,906 - - - - -

1.二酸化炭素排出量（倉庫） kg-CO2 19 - - - - -

2.電力使用量(事務所) kWh 17,721 17,632 17,544 17,455 17,367 17,278

2.電力使用量(現場) kWh 268

2.電力使用量(倉庫) kWh 65

L 815

L 3,964

L 1,652

L 139

4.一般廃棄物の排出量 kg 415 413 411 409 407 405

t 94

％ 94 90 90 90 90 90

件 12 12 12 12 12 12

件 12 12 12 12 12 12

件 12 12 12 12 12 12

　ため、計測により実数は把握するが目標値は設定しないこととする。

※2024年度九州電力調整後排出係数：0.475kg-CO2/kWh

※産業廃棄物については、工事により大きく変動がある為、排出量の把握のみとし、リサイクル率を設定し管理する。

8.環境に配慮した施工の提案推進

9.若手技術者の勉強会

※現場及び倉庫で使用する電力・ガソリン・軽油・灯油、事務所ガソリンは年度により工事の件数、稼働時期が異なる

5-1.産業廃棄物の排出量(特別産業廃棄物
を含む）

年度により、稼働時期、稼働件数が異なるため目標値は設定しない。

5-2.産業廃棄物のリサイクル率

6.グリーン購入の推進 グリーン製品の優先購入

7.地域清掃

４．全社活動における環境経営目標と実績

項目 単位
基準値

（令和４年度）

目標

1.二酸化炭素排出量（事務所ガソリン）

年度により、稼働時期、稼働件数が異なるため目標値は設定しない。

3.ガソリンの使用量(事務所)

3.ガソリンの使用量(現場)

3.軽油の使用量（現場）

3.灯油の使用量

5



令和6年度の目標と実績（令和6年4月～令和7年3月）

1.二酸化炭素排出量（全体） kg-CO2

1.二酸化炭素排出量（事務所） kg-CO2

kg-CO2

1.二酸化炭素排出量（現場） kg-CO2

1.二酸化炭素排出量（倉庫） kg-CO2

kWh

kWh

kWh

L

L

L

L

kg

ｔ

％

件

件

件

除外項目 対応事項 ガス・水道については、共用設備のため計測不可

水道は、常に節水を心がける。

（注１） 達成率＝（目標／実績）×１００％

（注２） 2024年度九州電力調整後排出係数：0.475kg-CO2/kWh

79%

― 18,239 -

― 26 -

― 1,744 -

―

6.グリーン購入の推進

3.灯油の使用量

411

対応事項

8.環境に配慮した施工の提案推進 12 12 100%

ガスは、必要最低限の使用にとどめる。

9.若手技術者の勉強会 12 12 100%

5-1.産業廃棄物の排出量(特別産業廃棄物
を含む） -

グリーン製品の優先購入

-

1,303 -

―

　適正に管理・処分された（石綿含
有廃棄物がリサイクル出来なかっ

た）

123%

28,561

―

4.一般廃棄物の排出量

12 127.地域清掃

2.電力使用量（倉庫） ― 54

―

238

8,552

1.二酸化炭素排出量（事務所　ガソリン）

達成率

100%

―

5-2.産業廃棄物のリサイクル率

単位

90 93

485

目標 実績項目

335

3,744

6,754

―

17,544

3.ガソリンの使用量（事務所）

3.軽油の使用量（現場）

-

-

-

2.電力使用量（現場）

3.ガソリンの使用量（現場） 5,126

2.電力使用量（事務所） 97%

-

18,004

752

-

―
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担当者 実施時期

工事部門

通年

本社部門

５.環境経営計画

・若手技術者の育成のための勉強会を行う

通年

計画内容

・分別廃棄の促進

・資材の再利用促進

・化学物質は、SDSにて確認し、適正な使用・保管の指導

環境経営目標を達成するために次のような取組を行いました。

・許可を受けた産業廃棄物処理業者への委託

・マニフェストにてリサイクル状況を確認
依頼の都度

津田健一郎

・廃棄物の分別の徹底

通年

・提出用文書以外の紙の両面使用

・使用していない場所・機器を消灯

・エアコンの適切な使用

・可能な限り残業をしない

津田祐二郎

全社共通

エコドライブの徹底

通年

安全運転の徹底

車輛の日常点検の実施

環境に配慮した施工の提案推進

グリーン製品の購入促進

地域清掃
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工事部門

達成状況

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

本社部門

〇

△

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

実施できました

・環境に配慮した施工の提案推進 実施できました 持続的に行います

・若手技術者の育成のための勉強会 毎月開催できました 持続的に行います

実施できました

実施できました

持続的に行います

・安全運転の徹底

・車輛の日常点検の実施

・地域清掃

・エコドライブの徹底

・グリーン製品の物品購入の推進

・地域清掃

・化学物質は、SDSにて確認し、適正な保管の指導

・許可を受けた産業廃棄物処理業者への委託

活動計画内容

持続可能な環境経営
推進のため、継続して

取り組みます

適切に管理できました 持続的に行います

持続的に行います

持続的に行います

適正に管理ができました

・車輛の日常点検の実施 持続的に行います

取り組めました

評価

・資材発注の際、再生材使用可能か検討する

・エコドライブの徹底

・安全運転の徹底

６．環境経営計画の取組内容・取組結果とその評価

次年度以降の取組

協力業者に引き続き
お願いしながら取り組

みます

・分別の徹底により、産業廃棄物のリサイクル率の増加

・資材の再利用促進

・環境に配慮した施工の提案推進

・マニフェストにてリサイクル状況を確認

声掛けにより改善

持続的に行います
・使用していない場所・機器を消灯

事務所内は、衣服で調節しエ
アコンの温度設定は適切に

対応ができました
・エアコンの適切な使用

・残業を行わない事務処理・可能な限り残業をしない

・分別の徹底・一般廃棄物の減少
資源ごみは適正に分別さ
れ、総量も減少しました

今後も環境経営計画
の実施に努めます

・提出用文書以外のコピー用紙の両面使用

実施できました 持続的に行います

実施できました 持続的に行います
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               （SDGsとの関連及び本年度の取組状況）

①現場周辺の地域清掃 ②グリーン製品の購入・環境にやさしいコピー紙の使用

③通学路に面した事務所周辺の植栽

④地域行事への協力

校区どんど焼きへの参加

津田建設の取り組み
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法律名・条文 条文 遵守事項 遵守状況 苦情等

定期健康診断 〇

有害物質取扱者健康診断 該当者なし

第五条 建築廃材の廃棄・リサイクル

第十二条 発注者へ届出

第十二条第五項 運搬・処理の適正委託

第十二条第七項 処理の確認

第十二条の２第六項 特別管理産業廃棄物管理責任者を配置

第十二条の３第六項 マニフェスト等文書の保管義務

第二十一条の３第一項 産業廃棄物は処分または許可業者に委託

第十六条 不法投棄の禁止

第十八条の１７第一項 特定粉じん作業の届出 〇

第十八条の２０ 特定粉じん作業の作業基準の遵守 〇

第十四条 特定建設作業の事前届出 〇

第十五条 規制基準の遵守 〇

第十四条 特定建設作業の事前届出 〇

第十五条 規制基準の遵守 〇

石綿障害予防規則 第五条 石綿等作業の届出 〇

家電リサイクル法 第六条 家電等のリサイクル・廃棄

小型家電リサイクル法 第七条 家電等のリサイクル・廃棄

第五条 自動車の長期間使用および適正な処理事業者への委託

第八条 処理事業者への引き渡し義務

消防法 第十一条 危険物貯蔵所の設置許可

フロン排出抑制法 第十六条 空調機室外機簡易点検 〇

建築物省エネ法 第二十七条 建築物エネルギー消費性能基準への適合性の評価、説明 該当なし

騒音規制法

振動規制法

自動車リサイクル法

令和7年5月15日に下記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。また、関係機関
等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

７．環境関連法規の遵守状況

無

〇

労働安全衛生法 第六十六条　

廃棄物処理法

大気汚染防止法

建設リサイクル法

該当なし
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令和7年度削減目標

単位 基準年（令和４年度）
Ｒ６年度
（-1％）

Ｒ７年度
（-1.5％）

Ｒ８年度
（-2％）

Ｒ９年度
（-2.5％）

ＣＯ2排出量（全体） ㎏-CO2 22,638 ― ― ― ―

ＣＯ2排出量（事務所） ㎏-CO2 6,823 6,754 6,720 6,686 6,652

ＣＯ2排出量（事務所　ガソリン） ㎏-CO2 1,890 ― ― ― ―

ＣＯ2排出量（現場） ㎏-CO2 13,906 ― ― ― ―

ＣＯ2排出量（倉庫） ㎏-CO2 19 ― ― ― ―

電力使用量 (事務所） kWh 17,721 17,544 17,455 17,367 17,278

電力使用量(現場） kWh 268 ― ― ― ―

電力使用量 (倉庫） kWh 65 ― ― ― ―

ガソリンの使用量(事務所) L 815 ― ― ― ―

ガソリンの使用量(現場) L 3,964 ― ― ― ―

軽油の使用量（現場） L 1,652 ― ― ― ―

灯油の使用量 L 139 ― ― ― ―

一般廃棄物量 kg 415 411 409 407 405
産業廃棄物排出量
(令和3年度より排出量把握へ変更) t 94 把握する 把握する 把握する 把握する

産業廃棄物のリサイクル率 ％ 94 90 90 90 90

上下水道

化学物質

グリーン購入の推進

地域清掃 件 12 12 12 12 12

環境に配慮した施工の提案推進 件 12 12 12 12 12

若手技術者の勉強会 件 12 12 12 12 12

※2023年度九州電力調整後排出係数：0.406kg-CO2/kWh

担当者 実施時期

通年

引き続きグリーン製品の優先購入

８．次年度の環境経営目標と環境経営計画

共用設備のため、節水に心がけて使用する

具体的数値の設定は難しい為、使用の必要があるときは適正管理を行う。

  今後も、同様の計画で環境経営の取組を行い、経営状態の改善に努めます。

・若手技術者の育成のための勉強会を行う

通年

依頼の都度
・マニフェストにてリサイクル状況を確認

工事部門

計画内容
・分別廃棄の促進
・資材の再利用促進
・化学物質は、SDSにて確認し、適切な使用と保管の指導
・許可を受けた産業廃棄物処理業者への委託

全社共通 通年

・廃棄物の分別の徹底
・提出用文書以外のコピー用紙の両面使用
・使用していない場所・機器を消灯
・冷房25度・暖房20度の徹底
・可能な限り残業をしない

エコドライブの徹底
安全運転の徹底
車輛の日常点検の実施

地域清掃
環境に配慮した施工の提案推進

本社部門 通年

グリーン製品の購入促進
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本年度は、通学路の植栽のほか、校区のどんど焼きに参加するなど、地域活動に力を

入れて参りました。地域の方々と関わることによって得られたことも多く、企業として今後

何ができるかを考えながら、社員により一層呼び掛けを行い積極的に地域の活動に

参加していきます。

事務所のエコ活動は、普段から声を掛け合うことの重要性を再認識したところです。

代表取締役　津田　健一郎

９．代表者による全体の評価と見直し
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